
東日本大震災 被災寺院現状報告 

寺院：岩手県第１１教区第２７０番海蔵寺 

住所：岩手県下閉伊郡山田町船越１０－１８ 

 

寺院の被害 
・地震により、本堂、庫裡、他のお堂等すべての建物が全壊した。 

・境内の土木構造物にも被害が生じている。 

寺院の現状 

・住職夫妻は借家に、副住職家族は仮設住宅に転居した。 

・仮設のプレハブで檀務等寺院運営を行っている。 

・経済的な問題を抱え、先の見通しが立たない不安がある。 

檀信徒の現状 

・震災で自宅に住めなくなった檀家が多く、転居先が広範囲であることから

居住先が把握できているのは５割程度である。 

・複数の檀家が離檀した。 

・護持会の活動を休止している。 

地域の現状 ・危険避難区域のため居住することができない。 

復興の状況 

・檀信徒の半数以上が被災し、寄付などは当面望めない。 

・宗門の貸付制度を利用したいが返済のめどが立たないので困っている。 

・復旧に向けて動き出しているが、進捗は１割程度であり、復興には 

１０年以上かかると考えている。 

（H25.9.20現在） 

 

  

 

仮設のプレハブの前には津波物故者供養塔が建立されている。現在は本堂等を建築する土地のか

さ上げ中であり、境内地には津波の被害がそのまま残っていた。（撮影 H25.10.22） 


